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1. はじめに 
ボリビア・リベラルタに集住してきた戦前の

日本人については、1960 年代後半から 80 年代に

は聞き取り調査など、その実態について多くの

成果が見られ、1970 年、移住編纂委員会による

『日本人ボリヴィア移住史』が刊行され、続いて

1999 年には、ボリビアへの日本人集団移民 100
周年を記念した『日本人移住 100 周年誌 ボリ

ビアに生きる』（以下、『100 周年誌』）が刊行さ

れた。後者は、この時点で現存するほとんどの一

次史料を活用している。但し、『100 周年誌』の

性格から、それら一次史料を十分に吟味、活用し

ているとは言い難く、これがリベラルタ（及び他

のボリビア地域への移住者の）研究を進めるた

めの次の課題となっている。 
本発表では、研究を進めていく上で、今後特に

重要と思われる近年見つかった「リベラルタ日

本人協会議事録」の史料について確認していく。 
 

2. リベラルタと日本人協会の歴史 
ボリビアのベニ県リベラルタは、1882 年まで

は処女林に覆われていた。しかしこの地域にあ

った野生のゴム林が新しい自動車産業に大いに

必要であることが分かると、1880 年以降、多数

の民間企業がこの地に進出し、同地はゴム・ブー

ムに沸いた。1885 年 7 月、この地に店を構えて

いた商人クラウセン（Federico Bodo Claussen）は、

同地が高い河岸にあることから、「Ribera Alta（高

い岸辺）」と名付け、その後、「リベラ・アルタ」

が縮まり同地は「リベラルタ」と呼ばれるように

なった。リベラルタは、ゴムの集積地として発展

し、また、ゴム採取への報酬が英ポンド金貨で決

済されることもあったため、多くの労働者が一

攫千金を夢見て同地にやってきた。1899 年以降、

ペルーに出稼ぎ労働者としてやってきていた日

本人も同地の噂にひきよせられた集団のひとつ

だった。 
リベラルタには、1911 年には、約 70 名の日本

人がいたと記録されているが、1914～15 年には

300 名程度に増加し、1914 年には日本人の中で

多数派であった沖縄県人が早くも県人会を創設

し、1915 年にはリベラルタ日本人協会が創設さ

れたとされる。1917～18 年には 500 人から 700
人まで日本人の数は増加した。他方で、東南アジ

アのゴム産業の台頭で、アマゾンのゴム産業は

斜陽に向かい、それに伴って日本人の職業もゴ

ム採取業から農業、小売業などに多様化してい

った。 
1920 年代に入ると、リベラルタの日本人人口

は減少に転じ、他都市や他国への流出が始まり、

日本人協会は会存続のため組織の強化や地元社

会との協調に力を注ぐが、やがて日本人社会内

のある殺人事件を境に日本人協会は分裂し、苦

難の歴史を迎えることになる。 
 

3. リベラルタの日本人研究のための史料 
ボリビアの戦前移民の研究は、新垣庸英の『日

記』［大塚 1992; 小野 1970］、1910 年代初頭に、

農商務省からゴムの研究を委託され現地調査を

行った堀内伝重の書き残した『聖母河畔の十六

年』［堀内 1926］など幾つか有力な同時代史料が

ある。また、リベラルタには多くの日本人が集ま

ったため、日本政府は、邦人保護のため同地の情

報を収集する必要性が生じ、時に外交官を近隣
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国から出張させ、このため有益な出張報告が後

世に残された［伊藤  1912; 竹中  1924; 野田 
1931］。 
他方、ボリビア側の同時代史料として新聞資

料も有益である。ロペスは、当時のリベラルタに

は非常に多くの新聞は刊行物が流通しており、

文化的にも活況を呈したことを指摘している

［López 2006］。この内、例えば日本人協会が購

読していた「エル・コメルシオ（El Comercio）」
紙には、1917～18 年頃の日本人に関する情報が

断片的に確認できる。 
さらに史料として興味深いのが 1910年代後半

に創設された日本人協会の議事録資料である。

従来知られていた議事録資料は、戦後のリベラ

ルタ市の有力者であった具志寛長が議事録原本

から転写した資料である。しかし、この「具志版

議事録」は、これまで十分な史料批判が行われて

こなかった。 
こうした中で 2020年にラパスの移住資料館よ

り、リベラルタ日本人協会の議事録の写しが発

見された（図 1）。「具志版議事録」と内容が重複

するため、議事録原本の複写（コピー）版の可能

性が高い。同議事録は 1921 年～29 年までをカバ

ーしており、多難な 20 年代の状況が分かる原本

の複写版はリベラルタの日本人会をより正確に

知るため貴重な資料となる。 
本発表では、リベラルタの日本人の歴史を概

観した後、主に本史料について紹介した。 
 

 
図 1 リベラルタ日本人協会議事録（写） 
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